
令和５年度　今治工業高等学校シラバス C1

知
技

思
判
表

主
体

◎ 〇

〇 ◎

〇 ◎

◎

◎ 〇

◎ 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

◎

※　評価の観点欄は、重点的に評価する項目に◎、評価する項目に○を記入している。

・セルロース
誘導体を繊維
としてる。

・モノマーを重合し
てポリマーを作る有
機合成化学の発達が
あった。

・高分子化合物および化学繊維の紡糸法を理解している。

・綿の生産地や構造・性質・用途を理解している。

・麻の生産地や構造・性質・用途を理解している。

・家にある繊
維製品をその
使用されてい
る繊維名や分
類名を調べ
る。

・繊維とは何か、定義や実物から理解している。

◎

・繊維の分類とその特徴を理解している。

・繊維の生産量が増えている理由を理解している。

◎ 〇

「硝化法レーヨン」「ビスコースレーヨン」
「ポリノジック」「キュプラ」の製造方法や
構造・性質・用途を理解している。

◎ 〇

・半合成繊維の製造法や構造・性質・用途に
ついて理解している。 ◎ 〇

・化学繊維の歴史（第一の時代、第二の時
代）について理解している。

副教材

学習
目標

１．繊維及び繊維製品について製造方法や製品の特性と社会生活との関係を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付ける。
２．繊維及び繊維製品に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。
３．多様な繊維及び繊維製品の製造や品質改善する力の向上を目指して自ら学び,繊維産業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

学習内容 学習活動・学習の狙い

評価の観点

備考

学科

教科 工業 科目 繊維製品 単位数 ２単位 学年 １学年

繊維デザイン科 コース 教科書 新版テキスタイル製品（実教出版）

１
月

・燃焼試験等

　　８　耐熱繊維　９　特殊機能繊維

・新しい機能をもった繊維の開発を目的とし
ていることを理解している。 〇 ◎

　　６　ナイロンの改質

　　７　ポリエステルの改質

　６節　試験法

・中空の繊維の性質や用途を理解している。

・複合繊維でも断面の違いによって性質が異なることを理解している。

・極細繊維の性質や用途を理解している。

・高強力高弾性繊維が最も強い繊維であることを理解している。

・いろいろな機能をもった繊維をつくることができることを理解している。

２
月

評価
方法

・考査評価、提出物評価、学習の取込み状況評価などの総合評価とする。
・平常時の授業態度、意欲等の授業に対する取り組みについても評価する。

・繊維の耐熱化および各種機能を備えた繊維について理解している。

・各種繊維の鑑別法について理解している。

　３節　天然繊維

第１章　繊維高分子

　１節　繊維の基礎

　　１　繊維

　　２　繊維の分類

　　３　繊維の生産と消費

　２節　高分子化合物と繊維

３
月

３
学
期

4
月

５
月

６
月

７
月

１
学
期

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

２
学
期

　　５　絹

　　６　その他の天然繊維

　４節　化学繊維

　　１　天然繊維

　　２　綿

　　３　麻類

　　４　羊毛

　　４　複合繊維（コンジュゲート繊維）

　　５　極細繊維

　　４　合成繊維

　５節　繊維の改質

　　１　化学繊維

　　２　再生繊維

　　３　半合成繊維

　　１　改質の概要

　　２　異形断面繊維

　　３　多孔繊維・異形中空繊維

◎ 〇
・４大合成繊維である「ナイロン」「ポリエ
ステル」「アクリル」「ビニロン」の製造方
法や性質・用途を理解している。

・化学繊維年
表から学ぶこ
とがある。

・繊維は高分子化合
物である。

・天然繊維は
どれも身近に
ある繊維であ
るが、これか
らは、衣服を
買ったり使っ
たりすると
き、意識して
欲しい。ま
た、洗濯やア
イロン掛けな
ど各繊維の性
質に合わせて
自分から進ん
で行って欲し
い。

・既に応用さ
れ、商品化さ
れているもの
を調べる。

◎ 〇

・４大天然繊維以外の天然繊維について理解
している。 ◎ 〇

・４大天然繊維の発祥地や特徴・用途を理解
している。

・羊毛の種類や構造・性質・用途を理解して
いる。

・絹の生産（製糸）や構造・性質・用途を理
解している。

・同じナイロンでも断面の形が変わると性質が変わることを理解している。


